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昨日，１学期の終業式を行いました。全校児童が一堂に会したのは久しぶりのことです。
式辞では，「思いやり」について話をしました。

私は，この大場小がもっと素敵なところになることを，みんながもっと楽しく幸せに過ご
せる大場小になることを心から願っています。そのために皆さんには，学校で勉強すること
を通して「判断力」と「行動力」を身に付け，賢くなってほしいと思っています。

どんなに頭がよくなったとしても，どんなにお金持ちになったとしても，「思いやり」が
なければ幸せにはなれません。本物の賢さは「思いやり」とともにあり，すべての「判断力」
「行動力」は，「思いやり」の土台の上になければなりません。

私の考える「思いやり」とは「想像力」のことです。相手の立場を思い描く力です。例え
ば，何かに困っている人がいたら，「私があの人だったら・・・」と自分事として考える力
です。そして自分に何ができるか考え行動する力です。「思いやり」は，元からあるもので
はなく，学校で友達と一緒に学ぶことを通して「力」として身に付けていくものです。

先生や仲間たちと一生懸命勉強して，賢く「思いやり」のある人になってください。そし
て，一人一人がもっと素晴らしい大場小を創り上げる一員として力を発揮してください。

終業式の中で，人権教育担当から「コロナウイルスと人権」について講話をしました。

「人権」という言葉を知っていますか。「人権」とは，人間が人間らしく生きる権利で，
生まれたときから誰もが持っている大切な「権利」です。それが今，コロナウイルスが原因
で，その大切な「人権」が守られなくなっているという悲しいニュースが各地で聞かれます。

コロナウイルスは，目に見えないので，十分気を付けて生活していても，いつどこで感染
するかわかりません。もし，あなたやあなたの大切な家族がコロナウイルスに感染してしま
ったらどうしますか。感染したことをまわりの人から責められたりしたら，とてもつらいで
すね。コロナにかかった人が誰なのか探したり，噂を流したり，悪口や差別につながる言動
をとることは人間として決して許されないことです。

悪いのは，かかった人ではなくコロナウイルスです。今，大切なことは，コロナウイルス
がある中での生活を送りながら，みんなで助け合っていくことです。みんながお互いの「人
権」を大切にしながら，安心して過ごせる大場小学校であるために，これからもお互いを「思
いやる気持ち」を大切にしていきましょう。
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9月16日(水)，いはらき思春期保
健協会より思春期アドバイザーを
お招きし，「心と体の学習会『性
教育講演会』」を行いました。5年
生を対象に，体の発達についてお
話しいただき，自分も友達も大切
な存在であること，男女が互いに
よりよい人間関係を築くことの大
切さ等について学びました。

保護者の皆様にご参加いただけ
なかったのが残念でした。

「学ぶ環境，新様式に対応」に掲載された本校の様子

２学期に向けて リ・スタート

あいさつと笑顔がいっぱい大場っ子

未来につなげ 大場の絆


